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計算階層の分類と、その圏論的見方

例えば11010の様なバイナリ列が与えられ、それを２進数と見たときに、そ
れが合成数か否かを判定するアルゴリズムは勿論ありますが、そのアルゴ
リズムはどの程度まで効率化することができるでしょうか？あるいは原理的
にこれ以上効率化できないという限界を見極めるにはどうすれば良いでしょ
うか？———この種の、文字列を入力として受け取り一定の性質を判定する
問題及びその計算量を見積もる問題は多くの文脈で自然に現れる問題で
すが、形式的には文字列の集合(言語)の組合せ論的な問題として定式化さ
れます。形式言語理論と呼ばれる分野では古くから、この様な組合せ論的
な問題に対する研究が行われてきましたが、近年、あるクラスの言語に対
する見通しの良い分類理論が整備され研究が進んでいます。本講演では、
文字列に対する判定アルゴリズムの話から始め、その問題のクラスの良い
分類を目指す過程で、いかにして数学の一分野である「圏論」が使われる
のかについて、自身の研究を踏まえてお話しします。

http://www.math.is.tohoku.ac.jp/~project/


